
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

平成 30 年５月号 

今回のテーマは『高血糖』について 

高血糖の状態が続くと、気づかないうちに進行して糖尿病となり、重大な合併症を引き起

こしてしまう可能性があります。定期健診で高血糖と診断された方も、高血糖ではなか

った方も、糖尿病予防を心がけましょう！ 

けんこうだより 

【令和６年１０月号】 

健康長寿課 成人保健係  

TEL  0277-44-8247 

血糖値とは、血液中に含まれるブドウ糖の濃度のことです。 

炭水化物が分解されてブドウ糖になり、血液によって全身に運ばれます。このブドウ糖はエネルギ

ー源として利用されています。ブドウ糖が必要以上に増えた状態を「高血糖」といいます。 

血糖が高い状態が続くと、血管が傷つきます。また、高血糖の状態が続くと、糖尿病となり、 

腎臓・神経・網膜等のさまざまな臓器に悪影響を及ぼす可能性がありますので、注意が必要です。 

 

【血糖に関する基準値の見方】 

 正常 領域 境界 領域 糖尿病 領域 

HbA1c 5.5%以下 5.6～6.4％ 6.5％以上 

空腹時 血糖 100以下 100～125 126以上 

尿 糖 － ± ＋ 
 

 

糖尿病の人は、そうでない人と比べて「歯周病」に罹っている割合が高いです。 

加えて、重症化しやすいことや、虫歯も多く、残っている歯も少ないことが分かっています。 

糖尿病による免疫機能の低下から感染しやすい状態となるため、歯周組織の炎症が進み、歯周病が

悪化しやすくなります。そのため、糖尿病の方は、特に歯周病予防が必要です。丁寧な歯みがきのみだ

けでなく、歯科で歯のクリーニングをしていただくこともお勧めします。 



 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 の障害 

高血糖が続くと、目の網

膜にある細い血管が傷つ

きます。 

進行すると、失明に 

致ることもあります。 

 

 

 

腎臓 の障害 

高血糖が続くと、腎臓に

ある糸球体と呼ばれる細

い血管が傷つきます。 

進行すると、腎臓機能が

低下して、透析が必要と

なることもあります。 

 

 

神経 の障害 

高血糖が続くと、足先か

らの痺れや痛みが起きた

り、触れたときの感覚が

鈍くなったりします。 

進行すると、足壊疽とな

り、足を切断することも

あります。 
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〈厚生労働省パンフレット〉 

～糖尿病の治療を放棄した働き盛りの今～ 

① 食事は腹 8 分

目でやめる 

 

 

 

 

 

② 野菜を積極的

に摂取する 

 

 

 

 

 

③ 散歩などの 

運動を少しずつ

でも始める 

 

 

 

 

④ 体重 5～10％

減らす 
※肥満の方のみ 

 

 

 

 

 

⑤ 禁煙する 

 

 

 

 

 

⑥ 健康状態の 

確認のために 

健診を受ける 

 

 

 

 

⑦ ストレスと 

上手につきあう 

 

 

 

 

 

＜参考＞e-ヘルスネット（厚生労働省）、「保健指導における学習教材集」（厚生労働省）、糖尿病情報センターHP、厚生労働省 HP 

１０月は「 」です。 

まだ検診を受けていない方は、この機会にぜひお申込みください。 

市集団検診のお申込みはこちら → 


